
基本目標④ 安心で、生活しやすい環境をつくります

重点施策［5］災害への備えや支援に関する取組

○避難行動要支援者調査事業の推進 【取組1)②】

・災害時の避難に支援が必要な方を的確に把握し、避難の支援のための個人情報の利用に
同意した方を記載した避難行動要支援者一覧表を作成。

避難行動
要支援者数（※）

避難行動要支援者
一覧表登録者数

登録割合 調査実施校区数

令和2年度
59,786名

（R2.3.31時点）
20,595名 34.45％ 93校区

令和3年度
62,040名

（R3.3.31時点）
20,529名 33.09％ 93校区

令和4年度
62,874名

（R4.3.31時点）
20,830名
（速報値）

33.13％ 93校区

（※）堺市地域防災計画に規定する避難行動要支援者
（１）身体障害者手帳１・２級所持者（免疫障害除く）
（２）療育手帳（Ａ）所持者
（３）精神障害者保健福祉手帳（１級）所持で独居の者
（４）「要介護３」以上の要介護認定者
（５）70歳以上で独居または世帯全員が70歳以上で、かつ、要支援１・２又は要介護１・２の者
（６）緊急通報装置登録者（高齢者・障害者）
（７）特定医療費（指定難病）受給者証所持者
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○個別避難計画（個別避難シート）の作成 【取組1)➂】

公布日：令和３年５月１０日 施行期日：令和３年５月２０日
【出所】内閣府HP

（https://www.bousai.go.jp/taisaku/kihonhou/pdf/r3_01_gaiyou.pdf）
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【令和3年度】

個別避難計画の試行作成に着手（令和4年1月）

・危機管理室（防災課）との協議・連携を開始

・福祉専門職（高齢・障害）に係る連絡会等での説明、協力依頼

・介護支援専門員協会堺ブロックとの計画作成への協力に係る合意書締結
（令和3年10月28日）

・災害の避難対象区域などの地理的状況や、要支援者の心身の
状況等を踏まえて、優先度が高いところについて対象者を抽出
（400件）
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【令和4年度】

・福祉専門職との連絡会議を開催
（令和4年4月22日）

▽運用面の課題の抽出
▽改善策の検討

・「個別避難シート（個別避難計画）」の作成にかかるアンケートの実施
▽対象：個別避難シートの作成を依頼した福祉専門職

▽回答数：26件（回答率：96.3%）

〇（堺区）福祉避難所開設運営
マニュアル作成研修会 【取組2)①】

▽参加施設数：6施設
▽実施時期：令和6年2月3日・2月20日
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〇避難訓練の実施 【取組1)①】
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【令和5年度】

・災害発生時における要介護者等への対応基準（介護保険施設の定員超過
受入基準）の作成

・福祉専門職を対象に「避難行動要支援者の個別避難計画作成講習会」の開催

・マンション管理組合と連携した避難訓練の実施（予定）

個別避難計画に介護保険施設を避難先として位置付けている場合で、
市が高齢者等避難を発令した場合は、定員超過利用について運用を認める。

▽実施方法：オンライン方式
▽開催日：令和5年9月26日（火） 参加者数 101名
▽アーカイブ配信：令和5年10月から11月 視聴回数 128回（10月末点）

▽内容：「防災イツモ講座～ 在宅避難用おすすめ防災グッズの紹介～」
「災害時避難行動要支援者の個別避難シートの作成について」
「ハザードマップの活用方法について」
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堺区 中区 東区 西区 南区 北区
美原
区

計

R3 2 1 3

R4 34 2 4 13 4 2 2 61

R5 51 3 17 4 5 80

計 87 5 4 31 8 7 2 144

・個別避難シートの作成件数（令和5年9月末時点）※作成中を含む

■今後の課題・取組

◎区と連携した取組の推進（福祉専門職からの問合せへの対応）

◎優先対象者の拡充の検討

◎大阪府作業療法士協会との合意書の締結（個別避難シートの作成依頼）


